
　英語留学には元来興味はありましたが、きっか
けやタイミングはなかなかつかめずにいました。そ
んなとき、英語を使うプロジェクト研究に参加し、
英語村でプレゼンをしたときに担当の職員さんか
ら声をかけていただき、留学へ踏み切りました。

　とにかく行ってみましょう。心の準備ができてか
ら、もう少し英語力がついてから、そんな風に考えて
立ち止まっていても機を逃すだけです。何一つ不安
を抱えず留学に踏み切る人はいません。英語力をつ
けるために留学に行くのです。現地で充分なコミュ
ニケーションがとれるのなら語学留学に行く必要は
ありません。不安はあるでしょう。しかし、自身の成長
のために思い切って留学に行ってみましょう。周りが
応援・サポートをしてくれるので大丈夫です。日本に
留まっていてはできない経験、得られないものが海
を越えた先
にはたくさん
あります。
　勇気を出
して、ぜひ留
学に臨んで
みてくださ
い。きっと後
悔はしない
でしょう。

　多くの人に当てはまるでしょうが、やはり言語力
には不安がありました。現地の人と上手にコミュニ
ケーションがとれる自信がなかったのです。その
分、言語以外の面で悪い印象を与えてしまわない
ように、現地でのマナーなどについてはしっかり調
べて留学に臨みました。
　ほかにも忘れ物はないかとかお金は足りるのか
とか、不安に思うことは尽きませんでしたが、現地
に到着するとそれどころではなくなりました。授業
についていくことやホストファミリーやクラスメイト
とコミュニケーションをとることにいっぱいいっぱ
いで、不安を感じる余裕はすぐになくなりました。
　コミュニケーションに慣れてきたころには素直に
助けを求めることができるようにもなっていたの
で、言語力とともに自然と解消されていきました。

　私が参加したプログラムでは、平日は大学の英
語を学ぶ施設に通い勉強をしていました。日中は大
学で授業を受け、授業が終わるとホストファミリー
や友達と話したりどこかへ出かけたりといった生活
でした。週末の休みには友達と一緒にカナダの観
光地に出向いたり、ホストファミリーとゆっくり過ご
したりしました。
　周囲の人とのコミュニケーションさえしっかりと
とるように努めれば、自分の好きなように過ごせる
時間が多かったように感じます。

留学期間中どのようなことを
して過ごしましたか？

留学を検討している方への
メッセージをお願いします。

　一番大きく変わったと感じることは、自分を表
現できるようになったことです。失敗や周囲との
違いに臆せず、自分の意見を発表することに積極
性が出てきたように感じます。
　留学に行く前は人前で発言するのが怖くて、恥
ずかしくて、人見知りで引っ込み思案なところがあ
りました。しかし、留学中の経験を経て、自分を表
現することへの躊躇は少しなくなりました。伝えよ
うとしなければ伝わらないという当たり前の事実を
痛感できたからこその変化だと思います。

留学後、自分の中で
変化したことは何ですか？

留学直前、どのような不安が
ありましたか？
また、実際に留学を経験して、
その不安は解消されましたか？

留学を決めた
きっかけは何ですか？

（ 経営学部 2年生 ）
沖野 駿哉
おきの　 しゅんや

キャピラノつり橋

留学先 カナダ
期 間 2019年2月28日

～3月30日

▲ クラスメイト

▲ 屋外での授業風景

本学では、英語スキル、コミュニケーション能力を身に付け
るため、英語を楽しく学ぶことができる"英語村"を開設し
ています。実際に英語圏の国にいるような感覚で、英語の
みを使用し、楽しいチャット（会話）やアクティビティ（活
動）をおこなっています。また、留学希望者には、留学に向
けての英会話能力向上を支援しています。
そんな英語村に通う学生の内、2019年に海外留学を経験
した学生3名にインタビューをしてみました。

して
みました！

特 集
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　中学のころからもともと英語は好きなのですが、
特別できるわけでもなく英語を伸ばしたい気持ち
はありつつも実際に行動に移すことができずにい
ました。
　なにげなく聞きにいった語学研修プログラムの
説明会で、実際に研修に参加した先輩方がとても
堂 と々して、キラキラしてみえました。ただ英語を伸
ばすだけではなく、自分自身の成長にもつながるこ
とに魅力を感じました。英語を最大限に使って伸
ばしたい、なかなか行動に移す一歩がでない自分
から成長したい思いから海外留学を決めました。

　留学に行くかどうか悩んでいる人も少なくない
と思いますが、0.1％でも行きたいという思いがあ
れば留学に行くべきだと思います。
　私は留学経験を通して物の見方が180度変わ
りました。留学をする前より英語を勉強するよう
になったのは、実際の留学でたくさんの出会いに
恵まれたからだと思います。ただ語学力を向上さ
せるだけではなく、もしかしたら人生が変わる機
会になるかもしれません。海外の文化や考え方に
も触れ、刺激を受けることはきっと自分自身がパ
ワーアップする一つの材料になると思います。
　留学をするということは大きな決断だと思いま
すが、皆さんにも人生が変わるようなそんな素敵
な経験をしてほしいと思います！！

　何よりも自分の英語が海外の人にしっかり伝わ
るのか、聞き取れて理解できるのかが本当に不安
でした。また、出かける際に交通機関をうまく使え
るかどうかも不安でしたが、ホストファミリーやクラ
スメイト、現地の方々が本当に優しく接してくれた
おかげで安心して過ごせました。また、過ごしてい
るうちにだんだん聞き取りが上達し、会話をより長
く楽しく続けることができるようになりました。

　週末はホームステイ先のホストファミリーと一
緒にのんびり過ごしたり、一緒に研修に参加した
メンバーと観光やショッピングに行ったりしまし
た。平日は宿題が多かったので学校から帰ってき

留学期間中どのようなことを
して過ごしましたか？

留学を検討している方への
メッセージをお願いします。

　今回のカナダの語学研修は私にとって初めて
の海外で、滞在期間も一か月だったので自分の
中では大きな決断でした。英語力はもちろん、以
前はなかなか行動に移せなかった私ですが、ホス
トファザーと話しているときに「ほかの人と違って
も良いし、やりたいことした方が人生楽しいし、
かっこいいと思う」という言葉を聞いてから「とに
かくやってみよう」と自分の興味があることに積極
的に行動するようになりました。
　それだけではなく夢に向かって毎日英語に向き
合っていたクラスメイトを見て、英語をもっと伸ばし
たいと英語に対する意欲も大きくなったと思います。

留学後、自分の中で
変化したことは何ですか？

留学直前、どのような不安が
ありましたか？
また、実際に留学を経験して、
その不安は解消されましたか？

留学を決めた
きっかけは何ですか？

（ 環境学部 3年生 ）
森 美沙
もり　　 みさ

留学先 カナダ
期 間 2019年2月28日

～3月30日

ホストファミリーの娘さんと

最終日
クラスメイトと
先生と一緒に

▲ 大学に通っている学生さんと放課後話して仲良くなった

たら宿題とその日の復習はするようにしていまし
た。私が通った学校のクラスは中国人や韓国人な
ど、第一言語が英語ではない国の人たちが英語を
学ぶところだったので英語しか皆と会話できる手
段がなく、休み時間も英語で話していました。英
語を楽しみつつ、学べた一か月でした。

　海外に行って常に英語を使って会話をすること
で、日本に帰ってきてからも積極的に英語を学べ
るようになれると思った事と、留学中に自然公園や
カランビン・ワイルドライフ自然保護区に行くとい
うプログラムがあったため、海外の自然公園や自
然保護区に行くという自分の夢を叶えられるチャ
ンスだと思ったのが留学を決めたきっかけです。

　留学は外国語を学ぶだけではなく、行った先
の国特有の文化や生活様式、自然環境など周り
にあるもの全てが目新しくて様々な刺激を受ける
貴重な経験ができます。色々と不安なこともある
と思いますが、留学を検討している方にはぜひ、
行った先でしか食べられないおいしい料理やそこ
でしか見られな
い美しい景色、
その国の人との
出会いや交流な
ども存分に楽し
んできてもらい
たいと思ってい
ます。

　ホストマザーと英語で上手くコミュニケーション
できるかが一番不安でした。しかし、実際はホスト
マザーがとても優しい人でジェスチャーなども使
いながらしっかりと意思疎通ができて、一日目から
安心して生活することができました。

　ホームステイ先ではホストマザーと会話をした
り、テレビを一緒に見たりして過ごしていました。休
日は一緒に留学した友人とオーストラリアの街並

留学期間中どのようなことを
して過ごしましたか？

留学を検討している方への
メッセージをお願いします。

　留学前より、英語を積極的に学べるようになっ
たと思います。そして、将来オーストラリアにまた
行きたいと思うと同時に、可能ならばオーストラリ
アで生活したいと思うようにもなりました。

留学後、自分の中で
変化したことは何ですか？

留学直前、どのような不安が
ありましたか？
また、実際に留学を経験して、
その不安は解消されましたか？

留学を決めた
きっかけは何ですか？

（ 環境学部 2年生 ）
須田 昌樹
すだ　　  まさき

留学先 オーストラリア
期 間 2019年2月15日

～3月11日
ホストマザーが作ったコテージパイ

▲ ゴンドワナ多雨林

みや店を見て回り、シーワールドや博物館にも行き
ました。平日は、ボンド大学からステイ先に下校する
時にあえてバスに乗らずに徒歩で帰り、道中で日本
では見られない野鳥
や昆虫、無数に生え
ているユーカリを観
察しながらゆっくり
帰る時間がとても楽
しかったです。
　そして、留学のプロ
グラムとして訪れたス
プリングブルック国
立公園内の恐竜時
代から環境が変化
していないゴンドワナ
多雨林を自分の足
で歩けたことが、この
留学の中で一番感
動した出来事であり、
一生思い出に残る経
験でした。

ホスト
マザーと
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